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第  章 

計画の推進に向けて

１．計画の推進体制 

緑の将来像を実現するためには、市民や事業者、市がそれぞれの立場で、その役割を果たし、各主

体が連携・協働していくことが必要です。 

緑のまちづくりにかかわる各主体の役割を示します。 

 

 

 

 

市民 

５

市民・市民グループ・活動団体 

緑に関して意識を持ち、緑について学び、理解を深め
ます。

緑の中での健康づくり、野菜づくり、花壇づくりなど
緑のある暮らしを積極的に実践します。

自宅の庭が雨水浸透や生きものの生息・生育、うるお
いのある景観づくりなど、グリーンインフラとして役
立っていることを理解し、大切に維持管理します。

個人やグループ・団体でのガーデニング、美化活動、
里山づくり活動などに取り組みます。

市や事業者と連携・協働して、地域の緑の保全・緑化
活動や公園の計画づくり・管理活動を進めます。

事業者・学校 
市や市民と連携・協働して、緑の保全・緑化活動や公園の計画づくり・管理活動を進めます。
緑を活かしたプログラムを提供、または緑のプログラムに協力します。

連携・協働 

土地所有者 

所有する樹林地や農
地を良好に維持管理
します。

市民や活動団体への
場所の提供に協力し
ます。

緑地の公開や市民利
用に協力します。

個人や近所・愛好家同士のグループ

の取り組み・活動（任意） 

ＮＰＯ法人や任意

団体の活動 

みどりのボランティア

の活動（登録） 

事業者 

事業者の果たす役割を理解し、CSR活動を進めます。
事業所内の緑の保全や創出を図り、良好な維持管理や
緑地の公開に努めます。

開発行為などの事業において、地域の緑に配慮し、積
極的に良好な緑の保全や創出を図ります。

学校・大学 

緑を活かし、学ぶ活動
を推進します。

緑に関する技術や専門
的知見を提供します。
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 手賀沼をはじめ、利根川や古利根沼など広域的な
部分については、国・千葉県・周辺自治体との連携
によって緑の創出と保全に努めます。 

我孫子市 
緑のまちづくりを総合的に推進する役割を理解し、緑を
保全・創出・整備・活用する施策を推進します。 

市民や市民活動団体、事業者、土地所有者などのマッチ
ングなど、相互の関係をコーディネートします。 

公園や公共施設における緑の保全や整備・管理・運営を
積極的に推進します。 

緑を活かしたプログラムを提供、または支援します。 
市民や事業者の取り組みを支援します。 
財源の確保や活用を図ります。 

庁内体制の強化 

都市計画をはじめ、環境や

農政、観光など、関連する

部局との連携の強化を図

りながら、それぞれの事業

や施策を実施します。 

連携・協働 

連携・協働 

連携 

千葉県 国 
周辺 
自治体 

みどりのネットワーク 

みどりのボランティアと市との意見交換会などを実施します。 
市民の緑づくりをさらに進めていくために、市民との協働の取り
組みや市の緑づくりの施策に関する提案や提言を行うことができ
る仕組みづくりを検討します。 

重点的取り組みのうち、特に市民との協働で推進するものについ
ては、意見交換などを行いながら検討するものとします。 

団体間のネットワークづくりについて検討します。 

 

我孫子市 

みどりのボランティア 

（団体など） 

みどりのボランティア 

（団体など） 
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２.計画の実効性を確保するための方策 

（１）財源の確保・活用 

公園や緑地、斜面林、樹林地など、緑を保全・整備するためには莫大な費用が必要となります。限

られた予算を有効に活用するよう、効率的・効果的な事業の推進を図るとともに、国や県の補助制度

の活用を図ります。 

このほか、次の手法の利用も検討していきます。 

 

 

クラウドファンディング 

 令和３（２０２１）年度に、緑雁明緑地内の志賀直哉邸跡に建つ書斎をクラウドファンディ

ングによる寄付金を活用し修繕を行いました。 

 今後も、必要に応じてクラウドファンディングによる寄付金の活用を検討します。 

市民公募債 

 平成１６（2004）年度に、古利根沼を市民公募債などの活用により、沼の水面約１６ha

を買収しました。 

 今後も、必要に応じて市民公募債の活用を検討します。 

森林環境譲与税の活用 

 森林の整備、木製遊具の整備などへの活用を検討します。 

民間資金の活用 

 ＰＦＩやＰａｒｋ-ＰＦＩやネーミングライツなど、民間資金を導入する仕組みの活用を検討し

ます。 

緑の基金の活用 

 公園用地の確保や緑地等（樹林地、水辺、池沼など）を保全する事業を計画的に実施す

るため、「我孫子市緑の基金」への寄付金を積極的に募るなど積立金の確保に努めま

す。 

 

 

（２）デジタル技術の利活用 

今後のまちづくりにおいて、大学や民間事業者との連携を図りながら、デジタル技術を積極的に活

用し、我孫子の緑を保全・整備・管理を効率的に行うとともに、我孫子ならではの魅力の創出を図っ

ていきます。 
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３．計画の進行管理と見直し 

本計画は、令和２４（２０４２）年度までを計画期間としています。 

また、第四次総合計画の前期基本計画・後期基本計画の終了にあわせて、施策を評価する組織を

設け、施策の点検・評価を行い必要に応じて計画の見直しを行います。 

これにかかわらず、施策の推移や社会情勢の変化など、新たな課題や上位計画（第四次総合計画・

都市計画マスタープラン）の見直しがあった場合、計画の進捗状況を踏まえながら計画全体の見直し

を行うなど、柔軟な運用を図ります。 

 

 

 

 緑の基本計画 第四次総合計画 
都市計画 

マスタープラン 

Ｒ４（２０２２）年度 計画改定 第１期 

実施計画 
前期 

基本 

計画 

基
本
構
想 

 

Ｒ５（2023）年度 

 

 

 

施策の実施 

 

第２期 

 

Ｒ９（２０２７）年度 （点検・評価・改善） 第３期 

 

 

 

 

 

 

Ｒ15（２０３３）年度 

 

 

 

（必要に応じて計画全体の見直し） 

 

 

（計画の進捗確認・評価） 

 

後期 

基本 

計画 

第４期 

 

第５期 

 

第６期 

  新たな総合計画 

Ｒ１７（２０３５）年度 中間年次 

 

 

 

 

 

 

Ｒ24（２０４2）年度 

 

 

（必要に応じて計画全体の見直し） 

 

 

 

目標年次 
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